
9−はびきの　2020.10.1−

おはなし会（10 月） 今月の特集テーマ

中央図書館 3日㈯、11日㈰、25日㈰ 13:30～
一般 ほんの本
児童 音楽の本

陵南の森図書館
4日㈰  11:00～ 17日㈯  15:00～ 一般 他館の本あつめました

18日㈰
小さい子向き 11:00～

児童 おきにいりの王子様・お姫様をさがそう！少し大きい子向き 11:30～

東部図書館 14日㈬ 10:30～ 趣味を楽しもう！

羽曳が丘図書館 10日㈯、24日㈯ 15:00～ 自然を楽しむ

古市図書館 17日㈯ 15:00～ 感染症とたたかう

丹比図書館 見る本

○中央図書館（LIC はびきの内）  軽里 1-1-1               ☎072-950-5501
○陵南の森図書館                    島泉 8-8-1               ☎072-952-2750
○羽曳が丘図書館                    羽曳が丘西 2-5-1      ☎072-957-5553
○丹比図書館                          樫山 251-1              ☎072-937-2355
○東部図書館                          古市 1541-1            ☎072-950-2002
○古市図書館 ☎072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
○ブックステーションはびきのコロセアム ☎072-937-7210 ㈫㈭㈮ 13:30 ～ 16:30

●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

◇ちびっこサロン
日時 10 月 14 日㈬ 10:30 ～ 
場所 森のゆうびんきょく

◇本の修理入門講座
日時　10 月 17 日㈯

14:00 ～ 15:00
場所　中央図書館
対象　中学生以上

（親子で参加する場合は小学生も可）
定員　7 人
申込　10 月 3 日㈯ 10:00 ～

中央図書館カウンターにて受
け付けます。

☆ 読んでみませんか？

『首里の馬』 
高山 羽根子／著　　新潮社
沖縄のあらゆるものを収集している
小さな資料館で、データ整理を手伝
う未名子の前に現れたのは、幻の馬
と言われる一頭の宮古馬でした。

『ひろったあつめた
ぼくのマツボックリ図鑑』 

盛口　満／著　　岩崎書店
歌にも出てくるマツボックリは、コ
ロンとして可愛い、木々の種を運ぶ
ゆりかご。世界中のいろいろなマツ
ボックリに出会える１冊です。

10 月の休館日 10 月 31 日㈯　市内の図書館は全て休館となります。
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